
 

 

 

平成 26 年度 

 

任意団体・「いわて助産師による復興支援まんまる」 

 

活動報告書 

                    その２ 
 

          活動期間：平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月 

 
 
 
 

 

 



 

 
 
 
 

活動報告・そ

載することが

ますようお願

 
 
 

１． 車両

日頃から

ルの支援と

を購入しよ

呼びかけて

応援して

手数料 17％

中古車の「

年度の車検費

で、たくさ

移動できる

いご支援を乗

います。 

１

 

２

 

３

４

その２では、

ができないた

願いいたしま

両寄付につ

ご支援いただ

して、「被災

う」とクラウ

くださいま

くださる皆様

％と消費税を

ノア」を購入

費用に充て

んの荷物やス

ようになりま

乗せて、県内

．車両寄付

２．子育てサ

①まんま

②大槌ま

．中野育フ

中野育フ

    

４．今年度全

ＷＡＭ助成事

ため、このよ

ます。 

ついて 

だいている一

地で助産師が

ウドファウン

した。 

様から 2628

を除いた分を

入することが

させていただ

スタッフを乗

ました。今後

内のママたち

 

活動報告

付について

サロンについ

まるお月さま

まんまるサロ

フェスについ

フェス発表

全体の振り返

事業以外の報

うな 2 部構成

一般社団法人

が育児支援す

ンディング r

8000 円の寄

を寄付金とし

ができました

だきました。

乗せ、遠方の

後も皆様から

ちに笑顔を届

告書その

     

いて    

ま     

ロン    

いて    

まんまるマ

返りと来年度

報告をまとめ

成の形とさせ

人ジェスペー

するための車

ready for？で

寄付が集まり

していただき

た。残金は今

おかげさま

のサロンへも

らのあたたか

届けたいと思
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ま

も

か

思
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ＡＭ報告書で

ました。ご理
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一愛さん  
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では助成対象事

理解いただき、

事業以外、掲

、ご覧下さい

掲

い



２．子育

①北上・助

 北上市さ

部講師をお呼

体「お産と

わて助産師

しています。

 「まんま

います。今年

名、合計 25

出産後も参加

事で復帰した

も活用され

マを設けた

 助産師が必

に行うことが

今年度は助

が微増とな

て内容も充実

 

 

○まんまる

4 月 12 日 

自分の好き

子

どもにも安心

 

5 月 10 日 

さらしを使

産後は腰痛を

び、「継続して

育てサロン

助産師による

くらホール

呼びし、多様

地域医療の会

による復興支

。 

るお月さま」

年度は次ペー

58 名）の妊

加してくだ

たあとも第

、同じ月齢の

ことで、講座

必ずいるので

ができ、毎回

助成金によ

りました。

実させなが

るお月さま

アロマテラ

きな香りや、症

子 

心な材料で作り

骨盤ケア：

使って、産前産

訴える方が多

てやっていきた

 

6 月

ラク

 だ

眠っ

動か

がら

ンについて

るプレママ＆

において、毎

様な内容で開

会」の活動の

支援まんまる

」は前半 1 時

ージのテーマ

妊婦や子育て

さる方も多

2 子妊娠な

の子どもと母

座に興味を持

で、母乳に関

回様々な相談

りチラシ作

よりたくさん

ら来年度も継

・今年度の

ラピー：八重

症状に合わせた

、好評でした

高橋ひとみ

産後の骨盤の調

多く、簡単に手

たい」と話す参

月 14 日 ベ

クター） 

だっこひもで赤

ってしまう赤ち

かす意識でいる

らの手遊びや、

て 

＆ママ応援サ

毎月一回開催

開催すること

のひとつとし

る」を立ち上

時間がミニ講

マで開催し、

中の母親の

く、大きくな

どで再び参加

母親同士が出

持って参加し

関する相談や

談が寄せられ

りにも予算を

んの方に情報

継続して取り

の振り返り

重樫重子さん

たスプレーを作

た。 

みさん（助産

調整の仕方や、

手に入り、洗濯

参加者が多くい

ビーダンス

赤ちゃんを抱っ

ちゃんも多く、

るほうが、寝か

ストレッチも

サロン「まん

催しました。

とができまし

して続けてい

上げた際、引

講座、後半

昨年より 1

みなさんが参

なってからも

加してくだ

出会え、地域

した方がリピ

や、夫や姑と

れています。

を充てられた

報が届けられ

り組んでいき

（開催日時

（助産師）

作りました。マ

産師） 

骨盤の仕組み

濯しやすいさら

いらっしゃいま

：高橋佳奈さ

っこし、音楽に

講師から「寝

かせつけを苦痛

もあり、体を動

んまるお月

今年度はキ

した。北上の

いたものです

引き継ぐ形で

1 時間は交流

3 組増加した

参加してくだ

も子どもたち

さる方もいま

域でのつなが

ピーターとな

との関係、子

 

た分、設置し

れるよう更に

きたいと考え

時 内容：

マスクにもスプ

みについて学び

らしを使ってで

ました。 

さん（ベビー

に合わせてママ

寝かせようと抱

痛に感じません

動かしてすっき

さま」 

キリン福祉財

サロンは 20

す。東日本大

で現在はまん

流会とお茶会

た 126 組（大

ださいました

ちを見せに参

ます。ママ友

がりも生まれ

なることも多

子どもの発達

していただけ

に広報に力を

えています。

講師名） 

プレーでき、

びました。妊娠

できる気軽ケア

ーダンスイン

マたちが体を動

抱っこするより

んよ」とアドバ

きりできた講座

財団の助成事

005 年 9 月か

大震災をきっ

んまるの活動

会という構成

大人 126 名、

た。妊娠中か

参加してくだ

友を作る交流

れています。

多かったです

達についての

ける場所が増

を入れ、ニー

 

娠中・ 

アを学

ンスト

動かしました。

り、自分が楽し

バイスもありま

座でした。 

事業として外

から、市民団

っかけに「い

動として開催

成で開催して

子ども 132

から参加し、

ださる方、仕

流の場として

様々なテー

す。 

の相談も気軽

増え、参加者

ーズに合わせ

抱っこされて

しみながら体を

ました。歌いな

外

団

い

催

て

2

仕

て

ー

軽

者

せ

て

を

な



7 月 5 日 カ

 カラーセラ

に色を選んで

このような講

されていまし

 

全素材である

フレームがで

に参加したり

 

て、サラダや

乳食の始まる

べ、和やかな

 

 

11 月 8 日 

 知っている

のお話などし

いなか、母乳

を学びました

カラーセラピ

ピーに興味を

で、その意味を

講座に参加する

た。 

8 月

加住宅

 夏休

漆喰を使って

できあがり、参

しながら、楽

スープなど簡

月齢のママた

講座となりま

母乳のお話

ようで知らな

ました。妊娠

の生理をあら

。 

12

だ

が

こ

 

 

ピー：越田明

持っているマ

学んだり、実

ことが難しい

9 日 漆喰

宅アドバイザ

休み企画として

て、手形をつけ

参加者は嬉しそ

楽しんで作って

9 月 6 日 

 子育ての忙

として、乾物

と敬遠されが

単に作ること

たちは早速やっ

した。 

10 月 11

 東京都・

どを聞きま

者自身悩ん

できました

話：佐藤美代

い母乳の基礎

して出産した

かじめ知って

2 月 13 日 

就園・就学前

だきました。テ

弱まっている

となど、心に

明子さん（カ

マが多く、み

実践できて笑顔

いので、子ども

で手形フレー

ザー） 

て、子どもたち

けました。ビー

そうに持ち帰っ

いました。

食のお話と

忙しい中でも、

物を利用した調

がちですが、高

ができました

てみたいと話

日 産後の

・矢島助産院勤

ました。ご自身

んでいる自分

た。 

代子さん（助産

礎知識から、知っ

らすぐおっぱい

おくことが、産

ちいさな子

前のちいさな子

レビやゲーム

ことや、テレ

響くお話しで

カラーセラピ

みなさん楽しみ

顔が見られまし

を遊ばせなが

ーム作り：千

ちと楽しめる講

ーズや珊瑚で飾

っていました。

調理実習：八

、簡単に栄養の

調理実習を行い

高野豆腐や切干

。離乳食にも応

話していました

のお話：平出

勤務助産師の平

身の産後うつ

を認めてほめ

産師） 

っていると便利

いはでるもの

産後の精神的負

どもとの暮

子どもたちとの

ム、パソコン・

レビで美しい景

でした。 

ピー講師）

みにして参加し

した。ママたち

がら、リラック

千田充朗さん

講座を企画しま

飾り、世界に一

子どもたちも

八重樫優美

のあるものを作

いました。乾物

干大根、ひじき

応用できる内容

た。調理後はみん

出美栄子さん

平出美栄子さん

の体験や、助

てあげられた

利な授乳服や授

と思っているマ

負担も軽減させ

らし：虹乃美

の暮らしの中で

スマホの普及

景色を見るより

していました。

は、普段子連

スした表情で

ん（無添

ました。安

一つだけの

も飾り付け

さん（栄養士

作る提案

物は面倒

きを使っ

容で、離

んなで食

（助産師） 

んより、産後の

助産院でのお産

り、参加者同

授乳下着

ママが多

せること

美稀子さん

で、家庭で大切

及で、子どもの

、一枚の葉を

実際

連れで

で聴講

士） 

の話やいのちの

産などのお話を

同士で気持ちを

（幼稚園園長

切にしたいこと

の体験が減り、

を手に取るほう

の教育のお話な

を通して、参加

を共有するなど

長） 

とを教えていた

生きていく力

うが豊かである

な

加

ど

た

力

る



1 月 10 日 

県内でわら

を楽しみまし

などに、子ど

い講座となり

身も自分を大

3 月 14 日 

 釜石や遠野

ジを学びまし

育児で疲れて

ました、の声

 

②大槌サロ

大槌サロ

との共同で毎

た。今年度の

人 118 名、

大槌町は被

1 月～3 月は

んであり、街

事関連の仕

類がいない

近隣の釜石市

 

わらべうた

べうたの教室

した。初体験の

どもたちは生き

ました。 

 

 

2 月

 

と子

さな

切に

大切な存在と気

や

 

アロマハン

野サロンでもお

た。アロマの

いる部分を意

声を後日参加者

ロン 
ンはＮＧＯ団

毎月 1 回、

の参加組数は

子ども 117

被害が甚大な

は毎月会場ま

街並みが毎

事で引っ越

中で、孤独

市などからも

た：澤口杜志

室や読み聞かせ

の母子も多かっ

生きと遊びま

月 14 日 い

まんまるスタ

子どもたちに向

なお姉ちゃんた

に抱っこして

気づけ、前向き

やさしい時間で

ンドマッサー

お手伝いしてい

香りに癒され

意識し、ほぐす

者からいただき

 

 

 

サロンで

 

 

団体・特定非

大槌町の上

は昨年度の 66

名、計 235

な地域で、仮

までの道が変

日変化してい

してきた核家

な育児を迎

も参加があり

 

志さん（わら

せを行っている

ったですが、き

ました。先生の

いのちのお話

ッフの助産師

向けて、いのち

たちに大人気で

くれました。い

な子育てにつ

でした。 

ージ：川端久

いただいている

ながら、参加者

ことができま

ました。 

では毎回季節の

非営利活動法

上町ふれあい

6組から約 2

名）。 

仮設住宅の入

変更になるほ

います。参加

家族の方も多

える方も多

り、口コミ等

べうた講師

る杜志先生と一

きれいな布やか

のやさしい歌声

話：八重樫重

師 2 名を講師に

ちのお話をしま

で、お世話をし

いのちのはじま

つながると感じ

久美子さん（

る川端さんから

者同士で練習

した。帰宅後も

の手作りお菓子

法人ＡＭＤＡ

センターで開

2倍の 118組

入居者も多い

ほど、復興普及

加者の中には

多く、都会の

くいます。サ

等で広がり、

） 

一緒に、わらべ

かわいらしい指

声にも癒された

重子さん・千

に、絵本やお人

ました。性教育

してくれました

まりを知ること

じられる   

アロマセラ

らハンドマッサ

しました。家

も家族でやって

子と、体にやさ

Ａ（アムダ）

開催しまし

組でした（大

い地域です。

及工事が盛

は、復興工

のような親

サロンには

参加者が増

べうた

指人形

た楽し

田優子さん

人形を使ってマ

育用のお人形は

た。お人形でも

とで、お母さん

 

ピスト） 

サー

事・

てみ

さしいハーブテ

 

増加していま

（助産師） 

ママ

は小

も大

ん自

ティを提供しま

ます。 

ました。 



  サロンに

度はオステ

供していま

によるケア

IWATE のみ

ボランティ

お茶を飲ん

ックスした時

釜石サロンで

 大槌サロ

重計での児

支援を行って

や、家庭で

いての相談

 

震災から 4

であると感

母親が笑顔

継続して開催

 

 

 

 

 

 
 
 
 

は一般社団法

オパシー施術

す。また、

の提供や、様

みなさんが、

アで支援して

だり、マッサ

時間を過ごす

でもお手伝い

ンでも、ハ

の発達確認

ています。母

の家族関係の

も多い地域で

4 年経ちまし

じる地域で

になり、子連

催していきた

法人ジェスペ

術者のダビ

ＡＭＤＡの支

様々な団体か

中型バスで

てくださり、

サージを受け

すことができ

いしてくださ

ンドマッサー

と相談、妊娠

母乳相談や育

の問題等、震

です。 

したが、よう

もあります。

連れでも安心

たいと考えて

ママから

内陸の

た。盛岡

は行けな

いていま

笑顔が広

現在で

 
 
 

ペールの橋渡

ットさんが訪

支援により、

から支援物資

での物資運搬

参加者は抱

けたりと、忙

きました。SA

さっています

ージを受けな

娠中の相談等

育児相談のほ

震災により変

やく問題が表

。来年度もＡ

心して過ごせ

ています。

らスマイル便の

のママたちから沿

岡ママと花巻・北

ないけど、おい

ます。アレルギー

広がりました。

では、花巻に沿岸

渡しと支援に

訪れ、参加者

、マッサージ

資をいただい

搬・スタッフ

抱っこしても

忙しい毎日の

AVE IWAT

す。 

ながらの子育

等、助産師に

ほかにも、母

変化した環境

表出してきた

ＡＭＤＡと共

せる居場所と

のお菓子  

沿岸のママたち

北上ママが交代

しい手作りのも

ーに対応した、

岸から移住した

により、今年

者にケアを提

ジの支援団体

いています。

フの移動、抱

もらい、ゆっ

の中で貴重な

TE のみなさ

育て相談、乳

によるきめ細

母親自身の精

境が及ぼす問

た段階

共に、

として

ちへ、毎月大槌サ

代でお菓子を作り

ものを食べて元気

素材を大切にし

ママたちも作っ

年 

提

体

SAVE 

抱っこ 

っくり 

なリラ

んは、

乳児体

細かい

精神的な相談

問題につ 

サロンには手作り

りました。応援し

気になってほしい

したお菓子です。

ってくださったり

談 

りのおいしいお

したいけれど、

い。そんな想い

。毎月届く、か

り、新たに広が

お菓子が届きまし

子連れで沿岸に

いで震災後から続

かわいいお菓子に

っています。

し

に

続

に



３．中野

中野育フ

区「なかの

ベントで「

ィバルで、現

会場とこ

ル」という東

地の今」と題

メインは

の講演でした

佐々木一愛が

まずは代表

ました。 

そしてママ

逃げた話、避

て胸が締め付

がいったと話

ママスタッフ

一愛さんは今

とも手伝ってく

 

中野育フ

野育フェス

ェスは、201

ＺＥＲＯ西館

大人も子供

現在では 50

ろ狭しとブー

東京で被災地

題し、写真展

2 日目の 10

た。60 枚以

が 2 名で講演

表佐藤から

マスタッフ佐

避難先で見た

付けられるよ

話していま

フの佐々木一愛さ

今年度からまんま

くれています。現

フェス発表

ス   

14 年 6 月 1

館」で行われ

もフェステ

0 団体が出展

ースがひしめ

地育児支援

展示や私たち

0 時半～11

以上の写真を

演を行いまし

「まんまる」

佐々木の発表

た光景、家族

ような思いで

した。震災後

さんの中野育フ

まるスタッフに加

現在は２児のママ

表   

まんまるママ

 

◆◇震災時の

2011 年 1

2011 年 3

母が偶然仕事

 

    

4 日（土）1

れました。2

ィバル」がテ

展する大きな

めく中、「一般

をしている団

ちの生の声を

時半の 1 時

いれたスライ

した。 

」の活動経緯

表です。彼女

族を亡くした

でした。そし

後初めて振り

と耳を傾

藤から、

中野区

をとって

聞きに来

経ちまし

につなが

した。

ェスでの発表を

加わり、サロン

マとなり子育て

マスタッフ：佐

の状況 

月に大槌町に里

月 11 日は妊娠

事を休んで家に

    

15 日（日）東

013 年から始

テーマの育児

な規模のイベ

般社団法人ジ

団体のブース

を届けました

間「被災地の

イドを準備

緯から始まり

女は妊娠 6 ヶ

た夫への気持

して震災から

り返りまとめ

傾けていまし

、被災地の育

区区議会議員

ていかれまし

来られる方も

したが、体験

がり、防災の

を紹介させていた

ン時の準備・お茶

て真っ最中の素敵

佐々木一愛 

里帰り。 

娠 6 ヶ月目でし

居ました。祖母

  

東京都中野

始まったイ

児フェステ

ベントです。

ジェスペー

スで「被災

た。 

の子育て支援

し、まんまる

り、スライド

ヶ月で大槌町

持ち、妊娠中

ら 3 年、語る

めてくれた発

した。20 分が

育児支援の現

員も 3 名も聞

した。またジ

もたくさんい

験を語り継ぐ

の意識を持ち

ただきます。 

茶出しや話し相手

敵なママです。

た。 

母は踊りの練習で

   

援は今」とい

る代表佐藤美

ドで写真等を

町で被災しま

中の不安な気

る彼女も 3 年

発表に、来場

があっという

現状や今後の

聞きに来られ

ジェスペール

いらっしゃい

ぐことが、震

ち続けること

手、支援物資の整

で町内に、妹は釜

    

いうテーマで

美代子とママ

を説明しなが

ました。3・

気持ち、どれ

年を振り返る

場者は引き込

う間にたち、

の展望を語り

れ、講演終了

ルのコーナー

いました。震

震災を風化さ

とにもつなが

整理、写真整理

釜石で仕事をし

  

でのホールで

マスタッフの

がらお話しし

11 津波から

れも聞いてい

るのには勇気

込まれ、じっ

もう一度佐

ました。 

了後にも時間

ーには、話を

震災から 4 年

させないこと

がると感じま

理など事務的なこ

していました。

で

の

し

ら

い

気

っ

佐

間

を

年

と

ま

こ



◆◇14 時 46 分 

大きく揺れて母と家の外に出ました。 

揺れがおさまるまで裸足で道路で抱き合っていました。揺れが 

止まってから母が家の大事な書類を準備し、私は財布と母子手 

帳だけを持ちました。 

「とりあえず逃げよう。他の物はまた後で取りに来ればいい 

んだから…」と家を出ました母が運転する車の中で津波を見ま 

した。多分、これが津波の第一波だったのだと思います。 

夫の実家の前を通って誰も居ないことを確認しました。道路 

に出ると渋滞していました。家の窓ガラスが割れたのを掃除し 

ている人もいました。妹からメールがあり、「みんなで避難する 

よ」と連絡を取り合いましたが、15 時 30 分頃に電波が途絶え 

ました。その後すぐに避難所に到着しました。祖母とも会えま 

した。 

避難所から下の方を見ると、もう波が町を飲み込んでいまし 

た。第二波と思われる黒い波でした。どこかで火がついたのか 

煙が見えました。避難所よりもっと上に逃げなきゃということ 

で、みんなで山に登りました。余震で足元の道路にヒビが入っ 

ていました。道路が揺れるのと自分の震えとでうまく歩けませ 

んでした。小学生の泣き叫ぶ声と、子どもの名前を叫ぶお父さ 

んの姿、車のクラクションが印象に残っています。 

大きい波がもう来ないのを確認して、避難所に戻りました。 

役場の職員と思われる方が毛布を配っていましたが、病人じゃ 

ないしと思い、取りに行けませんでした。母が妊婦と老人が居 

るのでと言って、2 枚貰って来てくれました。風が強くなって 

きて公民館の中へ入りました。お寺も津波にのまれたようで、 

そこの和尚さんが水の中から助けられ、恐怖と寒さの両方があ 

ったと思うのですがぶつぶつ言いながら震えていました。あん 

なに全身ガタガタさせている人は見たことがありませんでした。 

電気は自家発電で点いていましたが、水は無いのでトイレは 

流せず汚物がそのままになっていました。飲み物は、地震が起 

こる前に祖母が持っていた 500ml のペットボトルのお茶のみ 

で、食料はありませんでした。 

外が暗くなり、窓の外に見える小学校が焼けているのを見に、 

いろいろな人たちが目の前を行ったり来たりしていました。爆 

発音もありました。その日は一睡も出来ませんでした。 

◆◇2011 年 3 月 12 日 

明るくなって外に出ると、火事が近くまで広がっていました。 

  

電気がついていないのでテレビを見られておらず、この状況

が大槌町だけなのか、他もそうなのか全くわかっていませんで

した。 

自衛隊が来ていたので、「他の場所はどうなのですか？」「日

本全部こんな感じですか？」とたくさん聞いたけど、自衛隊の

人たちは「私たちもわからないんです」って言っていました。

前日から、途切れ途切れで聞こえるラジオで、長野で震度 6、

東京で火事、ということを聞きましたが、それが広がってデマ

が流れました。『日本終わった・・・』と思いました。 

9 時頃、火が近くまで来たので他の避難所へ行きました。山

を越える途中、妊婦が居るからと一緒に逃げている人が車を止

めてくれました。「娘と息子にまだ会えない。ダメかもな」と運

転手さんが言っていました。 

頂上までしか車では行けず、そこで下ろしてもらい、そこか

ら 2～3 時間かけて大槌高校に到着しました。 

◆◇大槌高校で 

その時、妊娠して初めてお腹が張っていました。「お腹が張る

ってこういうことなんだ」と感じました。 

高校生が布団を持ってきてくれ、「少し横になりな」とみんな

が言ってくれたのですが、すぐには横になれませんでした。 

妊娠しているというだけで、どこも悪くないし、痛いとも言

えませんでした。 

高校生が気づいて「妊婦さんジュースとカンパンどうぞ！」

と差し出してくれました。高校生たちが自動販売機を壊してジ

ュースや飲み物を避難して来た人に配っていました。制服を着

ていたりジャージを着ていたり、多分家に帰れない子たちで、

「高校生なのに大人よりしっかりしているかも」と感じました。

もらったジュースとカンパンが、避難して初めての食事で、

すごく美味しかったのを覚えています。 

夕方は、山側に住む人たちが、おにぎりを持ってきてくれま

した。こぶしより小さいおにぎりを二人で一つ。それでもごち

そうに感じました。高校は自家発電が無いため、18 時には真

っ暗になります。眠くないけど目を閉じました。 

◆◇2011 年 3 月 13 日以降 

次の日かその次の日にお医者さんたちが派遣されてきました。

妊婦健診の日が近づいていましたが、誰にも言えませんでした。

夫が東京から探しに来てくれました。何度もいろいろな避難所

を回ってくれていたようです。避難所の名簿を見ている時に、



たまたま母と出会って、見つけられたようでした。それで初め 

て、「私は妊婦です」という事を役場の人に言いました。 

その頃、電気が点きました。電波は約一週間後につながり、 

SNS を使って地元の友達や東京での同期とつながることがで 

きて、皆が私の安否確認をしてくれていたと知りました。避難 

所生活は約 2 カ月間続きました。 

AMDA（※注１）の助産師さん、保健師さんが毎日様子を 

見に来てくれました。 

お風呂に入れたのは約 2 週間後でした。着替えは支援物資 

でしました。3 枚のお布団に大人 5 人で寝る生活でした。食 

事は 3 食配給なのですが、ほぼ炭水化物で野菜は少なかった 

です。知らない人が居るストレスもありましたし、ほこりや、 

ハエが回っていたり、においもありました。 

◆◇避難所を離れ、健考館に入るまで 

釜石病院の健診で、妊産婦受け入れの支援（※注２）の話 

を聞きました（まんまるの佐藤美代子さんが関わって、妊産 

婦支援をしていた岩手県花巻市の健考館のこと）。釜石では 

産めないと言われました。 

健考館には予定日の 10 日前ぐらいからでないと入れない 

ので、それまでは避難所から病院に通うように言われました。 

避難所から病院へは約 40 分の距離でした。 

夫の親戚の家（姑の実家）で、健考館に入れるまでお世話に 

なることになりました。初対面でしたし、避難所から離れるの 

が嫌でした。夫が仕事を辞めて岩手へ帰ってきましたが、夫と 

いるより家族と居たかったです。 

自分だけ逃げるようで後ろめたい気持ちと、お腹の子どもを 

守らなきゃという気持ちで複雑なまま、嫌々避難を出ました。 

避難所生活がまだまだ続く人たちにしてみればバカみたいなこ 

と言ってるよ、と思われると思いましたが…。 

初めて会う親戚との生活でした。夫は大型免許を取るため自 

動車学校へ。それ以外の日も、夫は一人で出かけて私はほとん 

ど一人で家にいました。 

健診で鉄剤を出されてクラクラして動悸息切れで動けなくて 

も、誰にも言えなくて一人で耐えました。夫の家も流されて、 

私も同じ状況ですが、私は家族が無事だったのに対し夫は家族 

も亡くしていて、その時は姉しか見つかっていませんでした。 

そのため夫の精神的ダメージが大きくて、どう声をかけてあ 

げても、家族全員助かった私には本当の気持ちを分かってあげ 

  

られませんでした。車で逃げた時に夫の家の前を通ったのに、

多分その後、義父たちが家に着いたんだろうと思うのですが、

自分だけ助かったことを考えると・・・。 

もうすぐ子どもが産まれて、自分だけ幸せになるような気が

して、夫に後ろめたくて、一人でさみしいということも、具合

悪いということも何も言えませんでした。 

市役所に健考館の話を聞きに行きました。出来るだけ早く入

りたいと言ったのですが、予定日近くにならなきゃダメと言わ

れ、自分で健考館に電話しました。支配人が出たので市役所で

言われた事と今の自分の精神状態を言うと、「すぐにでもいい

よ」と優しく言ってくれました。健考館に見学にも行きました。

すぐにでも入りたかったけど、夫の自動車学校があるから

と、夫はなかなか理解してくれませんでした。結局予定日の 1

週間前位にやっと入れました。親戚のところですごく良くして

くれて、今も家が近くてよく会うしお世話になっていますが、

その時は何もかもがストレスでした。 

◆◇健考館で 

健考館には、自分の祖母も入れてもらえ、同じような経験を

した予定日近い妊婦さんも居て、毎日助産師さん、ボランティ

アさんが来てくれて、美味しいご飯、温泉があって、毎日落ち

着いて、お腹の子とやっと向き合えた気がしました。 

至れり尽くせりで避難所生活している母と妹には、申し訳な

い気持ちでいっぱいでした。毎日感じる胎動の他にも助産師さ

んが触ってくれたり、心音を聞かせてくれたり、震災がなかっ

たら絶対ありえなかった妊婦生活でした。 

被災していない妊婦さんの方が、色々な不安とか、体の不調

と戦っていたと思います。 

「自分だけこんなんでいいのかな・・・」と。産後に帰る場

所が出来た事、祖母が居ること、震災前は当たり前だったのに、

なかなか現実は受け止められていなかったのですが、感謝の気

持ちでいっぱいでした。 

1 ヶ月健診までお世話になり、その間も、助産師さんが毎日

来てくれて、沐浴も常に見ていてくれて、家事も何もする事な

く母乳の出も見てもらえました。産前産後のママが求めている

事が全てそこに詰まっていました。 

◆◇健考館を出てからの生活 

1 ヶ月後、健考館を出てからは、夫の仕事がその近くで決ま

り、みなし仮設としてアパートを借りて、家族 3 人で生活が 



始まりました。妹夫婦はまだ避難所生活でした。 

夫の仕事に休みがなく、子育てに毎日追われていて、震災の 

事を考える暇はありませんでした。テレビでの震災関連の番組 

はあえて見ないようにしていました。 

息子が 1 歳になる前に姑が退職して、同居が始まりました。 

家族を亡くした姑はうつになりかけていました。好きな人の 

親ですし、一人にはしておけません。「結婚したのだから、覚 

悟しなきゃ」と考えました。同居を開始してすぐは割と楽しく 

、当たり障りなく生活できていましたが、やっぱり他人は他人 

で合わないところが出てきました。 

慣れない同居、慣れない育児、慣れない場所での生活。その 

話を全部聞いてくれたのは、やっぱり助産師さんでした。聞く 

だけじゃなく、同じようにガマンしているママたちが、お茶を 

飲んでゆっくり話が出来る場も作ってくれました。震災で何も 

かも生活が変わって、育児に家事に、悩む暇も無く、思い出す 

暇もなく時間だけが過ぎていって、震災があったと言う事から 

少し目をそらしているような気もしました。 

現状での生活が落ち着いてきて、“物”としての支援が無く 

ても、自分たちの力で生活が出来るようになると、「被災者ら 

しくないね」とも言われました。 

被災地の家が無事だった人や、遠方から来てくれたボランテ 

ィアの人、他にもたくさん。私だけじゃなく、その言葉を言わ 

れて傷ついた人がたくさんいます。 

みんなに配られた物資の服や、ボサボサの頭、何日もお風呂 

に入れない体、暗い顔をしていないと、支援を受ける権利がな 

いの？弱くないとダメ？？ 

守らなきゃならないものが目の前にあって、強くならなけれ 

ばならず、自分に起きた震災の被害を受け止めるまで向き合っ 

ている時間はみんな無かったと思います。 

ママだからって言うわけではなく、震災後みんなそうだった 

んだと思います。 

◆◇被災した人々の感情 

仮設で生活している人達は、毎日何もなくなった自分の町を 

見て、でも生きていくために仕事して、そこで生きていかなきゃ 

なくて、小さい地震のたびに思い出して、津波の怖さと隣り合 

わせで、嫌でも「現実」を受け入れなきゃない場所で過ごして 

いて。 

内陸などに避難した人は、その「現実」から逃げた、裏切っ 

  

た、自分たちだけって気持ちから抜け出せずに過ごしていたと

思います。 

仮設ならもらえる物資や、イベントの情報など、被災地にいる

みなし仮設に住んでいる人には届いてないことも多くて、でも、

「仮設団地で生活している人より自分たちは普通の家に住んで

いる分ましだから」と引いている人達もいる。被災地の中でも、

被害の大きさでお互い格差をつけあうような風潮があります。

時間が経つにつれ、その差は大きくなっていますが、一方、

震災番組などをテレビで見ることがなくなっています。3 年経

ったからって傷が小さくなるわけじゃなく、当時、生きること

に必死だった時より、振り返るのはもっともっと辛くなってい

ます。忘れたらダメなコト、子どもたちに伝えていかなければ

いけないコト。だけど、なにもかにも忘れたい。 

物資やお金ももちろん必要で、今までもすごくすごく助かっ

たものです。これからも支援して下さるのならたいへんありが

たいです。でも何も考えずに、震災あるなしに関係なく、楽し

く過ごせる場所、時間も同じくらい必要です。少しでも、震災

のことを忘れる時間を作りたい。 

◆◇まんまるの存在の大きさ 

「まんまる」は、私が産前産後に受けた支援の中に、ママ、

プレママが求めている事が全て詰まっていて、病院でしか関わ

ることがないと思っていた助産師さんをすごく身近に感じる事

が出来る場所です。被災して、子ども優先で張り詰めている気

持ちを少し緩めることが出来る場所。 

何も変わらない被災地で、3 年前には居なかった子たちが

次々に産まれてくる、支援だけがどんどん減っていく。被災マ

マだけじゃなく、仕事で遠方から来ているママ、たくさんのマ

マたちの気持ちをほぐしてくれる場所です。 

ママが笑って育児出来れば、子どもも幸せで、その姿を見て

いるパパも幸せ。おじいちゃんおばあちゃんも。 

すべての人につながる事をしていると思う。 

もっとたくさんの人に、ママに、知ってもらいたいし、足を

運んで欲しい。お話したい。 

ママからママへ、輪が広がっていけたらステキだなと思います。

 

 

※注１）※AMDA・・・特定非営利活動法人アムダ。医療・保

健衛生分野を中心に緊急人道支援活動を展開。 



※注２）被災妊

４月１８日～

岩手県の「内

「お産と地域医

いました。 

助産師は毎日

導など、臨機応

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊産婦受け入れ事

～８月１３日まで

内陸一時避難」シ

医療を考える会」

日１３時～１６時

応変に対応。また

事業～花巻 健考

で、花巻市石鳥谷

システムを利用

」が担当。行政と

時まで、健考館へ

た、岩手県支部に

考館アネックス

谷町「健考館ア

し、事務・行政

とそれぞれの団

へ出向き、妊婦

に集まってきた

ス～ 

アネックス」施設

政担当者との連絡

団体が役割分担し

婦相談・育児相談

た物資なども使用

設で、行われた被

絡を「はなネット

した協働事業して

談・体重測定・乳

用し、避難してき

被災妊産婦受け入

ト」、助産ケア「

て、7 組を受け入

乳房ケア・沐浴の

きたママ達へ必要

入れ事業。 

「岩手県助産師会

入れ、出産前後

の実施や沐浴指

要物品の支給を

会」、家事手伝い

後のサポートを行

指導・家族への指

を行いました。

い

行

指



H26 年度の活動全体のまとめと来年度にむけて 

 
 今年度も「いわて助産師による復興支援まんまる」は、たくさんの個人、団体、企業のみなさまより、

あたたかい応援をいただき、ママたちや子どもたち、家族のみなさまのご参加・ご協力をいただきなが

ら、無事平成 26 年度の活動を終えることができました。 

 今年度のサロンは、のべ 521 組（大人 521 名、子ども 553 名、計 1074 名）の妊婦・子育て中の母親

のみなさんが子どもたちと一緒に参加してくださいました。サロンの回数は計 51 回、開催地域は 7 か所

となりました。広い岩手県において、私たちのような小さな内陸の団体が、各地でサロンを開催できた

のは、現地のママや託児ボランティアをはじめとするスタッフの力があったからでした。また今年度は

助成により、様々な配布物を作り、各地に設置・配布できたことも参加者増へつながりました。今後は

さらに丁寧な広報を重ねることで、孤独を感じたり、悩みを抱えている母親たちに情報が届くよう努力

が必要であると感じています。加えて、各地域でサロンに関わってくださる助産師をはじめとするスタ

ッフとつながり、地域で地域の助産師と出会えるサロンとして土台作りを進めていきたいと考えていま

す。 

 また、今年度はこれまでのサロン事業の他に、子連れでも気兼ねなく参加できるヨガ教室、カラーセ

ラピー講座を開催し、ヨガ教室ではのべ 53 名、カラーセラピー講座では 25 名の参加がありました。子

育て教室など、子どもを楽しませるための講座や教室はありますが、母親の心身をケアし、リフレッシ

ュできる場は少ないため、参加した方々は自分のために時間を過ごし、笑顔を見せていました。 

 今後の岩手の課題として、今年度は新たに産後ケアについても取り組みました。産後ケア講演会（助

産院勤務助産師による講演）をはじめ、釜石では産後ボディケア講座（マドレボニータインストラクタ

ーによるエクササイズ）を開催しました。産後ケア施設 7 か所への視察を行うことで、他県における取

り組みを学び、岩手での産後ケアの今後についてのヒントをたくさんいただいてきました。この視察に

ついては報告会を開催し、学びを還元するとともに、産後ケアに取り組んでいる助産師による基調講演

も行い、産後ケアの啓蒙にも努めました。 

 上記のヨガ教室やボディケア講座は、日頃自分の健康を後回しにしてしまいがちな母親が心身に向き

合うきっかけを作り、母親の健康増進の一助になったと考えています。母親たちも体を動かすことで元

気になり、終了後には笑顔になっているのも印象的でした。母親が心身ともに健康であることは、前向

きに子育てに向かえる原動力になります。今後も健康増進に働きかけた教室・講座を定着させていきた

いと思います。 

 産後ケアについては、一団体で何とかできる課題ではないので、行政や医療機関、関係団体等に働き

かけ、まず知ってもらうことから始めたいと考えています。あわせてケアの受け手である母親たちのニ

ーズ把握にも取り組み、岩手の地域性に添った産後ケアの在り方を模索していきたいと思います。また、

「産後ケア」とはいえ、産前からのサポートは不可欠なので、サロンのような居場所が、産前・産後・

子育てを一貫してサポートでき、子育ての学び合いの場となると考え、まんまるの原点である『まんま

るサロン』を活動の中心として、改めて大切にますます充実していきたいと考えています。 

 小さな団体ですが、ママの笑顔が子どもたちを、パートナーを、周りの人たちを、社会を明るく元気

にしてくれるとの信念を抱きながら、ママの笑顔応援隊として、ご支援くださる皆様への感謝を胸に、

これからも活動してまいります。今後ともご理解とご協力をお願いいたします。 


